
１９７０年頃、子ども時代を過ごした家は海の近くにありました。
夏になると、近所の遊び友だち数人で、水着にはだしのまま、
何も持たずに海岸へと通ったものです。
当時、道路は土とジャリの道で、車の通りもあまりなく、子

ども達には交通も安全でした。
急な細い下り坂の先に広がる白い砂浜には、木の小舟が並んでいました。岩場には、カニや魚が

たくさん見え、透き通った波は、美しい貝がらを浜辺へ運んできてくれました。
打ち寄せる波の音に揺られながら、ゆっくりと流れる時間の中で宝物を見つけたようなワクワク

する気持ち。ただ楽しむことを存分に味わうことのできた幸せな時代です。
海岸入口の崖の下に井戸くらいの大きさの洞穴があり、ひんやりとしたきれいな泉が湧いていま

した。まわりには野草や苔がキラキラと命の輝きをたたえていました。その水でからだを洗い、来
た道を楽しく帰って行ったものです。美しい水は、すばらしく大きな恵みでした。

（若松友子）
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「昭和６年西金砂神社磯出大祭礼行列絵巻」（先頭は８ページからだよ）

「昭和６年東金砂神社磯出大祭礼行列絵巻」（先頭は８ページからだよ）

上河合仮殿

上河合仮祭場玉串奉典
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太田町東坂通過
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太田水石会は、水石ブームの昭和41年市内に在住する石に関心
のある人達20数人があつまってつくられた歴史ある団体です。
それから37年、現在は４代目安藤政蔵会長を中心に活動を続け
ております。
会の主な事業は市産業文化祭時の水石展示会、遠隔地の探石行

（一泊）、水石の見分、養石、観賞、その他小グループでの探石会
など行なっております。
水石の楽しみはなんといっても探石です。山や川の自然の中で宝さがしができることです。自分の思いにか
なった石を拾いあげたときの喜びは想像に絶する壮快な気分です。
水石に興味ある方、会に入って一緒にロマンを求め探石に挑戦してみませんか。老若男女を問わず歓迎します。

▼問い合せ先　太田水石会事務局
石塚　弘　方　ＴＥＬ７２－２９２７／ＦＡＸ７２－２９４８

水府の赤い彗星！　　

（水石に魅せられた仲間たち）
�太田水石会�太田水石会

水府の赤い彗星！　　
「お祭りなんです、年１回の。７時間走り終えた時の仲間との一体感や感動をみな

さんに伝えられたら。」謙虚な青年から、静かなる自信と経験が伝わる。純粋さは凄み
を増す。「きっと速いんだろうナァ。どんな世界なんだろう？」
「もてぎ７時間耐久ロードレース」参加台数は全国で280台にものぼり、直線距離で

は最高速度が300kmにも達するほど、危険と隣り合わせの苛酷な世界。上位入賞をめ
ざす長嶋さんは、他のライダー２人と供にアマチュアチーム「モトアルファ」の一員だ。
メカニック、ヘルパー、ライダーetc．チームが一丸となって成し得るため、半年以

上も前から準備ははじまる。
「おととしは、10位以内でした

が、ラスト10分でエンジンが壊れ
リタイヤ。みんなで泣きました。
昨年は転倒、最高順位が５位だっ
たんですが。」
進化する長嶋さんの職業は、実は水府で建築塗装業を営む。

忙しいかたわら年１回の祭りのため今日も夜おそい。
「レースに興味のある方、一度見てください。言葉ではうま

く言えなくて。同時にスポンサーも探しています。」との事。
今年も８月24日に開催されるレースの準備は、すでにはじま

っている。「ケガしない様に頑張ります！」飾らない人柄は普
通の人だ。でも輝いている。 （沼田高宏）
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�
�
　世界にはいろんなしょうがいをもっている人がいるとわか
ってとてもよかったと思います。�
　スタッフの人は声がそろっていてとてもよかったです。�
　たとえどんなしょうがいをもっていてもなかまはずれにし
てはいけないとわかってはいたが、なかまはずれにされた人
がどんなにかなしいかがわかるとてもいいきかいでした。�

　木村美里（３年）�

踊るママパラダイス踊るママパラダイス踊るママパラダイス
我が家の美しい想い出
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体育館での音楽鑑
賞にはやや寒さがこ
たえる季節ですが、
ぜひ子どもたちに聴
かせたいとＰＴＡの
招きで１月25日にコ
ンサートが行なわれ
ました。
すでにご存知の方

も多いと思います
が、ピッピコンサー
トとは心身にハンディのある方とその家族から寄せられた
「夢や希望」を、メロディにのせてたくさんの人に伝えたい
という思いでボランティアにより進められているものです。

河内幼稚園� 佐竹小�

�未就園児との交流
�～ちびっ子集まれ～
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本年度、地域の未就園児との交流保育「ちびっ子集まれ」
を、月１回行なっています。これは、まだ幼稚園に入ってい
ない河内地区の子ども達を幼稚園に招いて、園児と一緒に楽
しく遊ぶひとときとしています。
今月は、「すごろく」と「絵合わせ」であそびました。こ

の日ばかりは、いつもの園児の姿とは違い、おにいさん・お
ねえさんぶりを発揮します。
「はい、○○ちゃんの番だよ。」と、サイコロを手渡した

り、「ここは１回休むんだよ。」と、先に進もうとする未就園
児に教えたりして、やさしく親切なおにいさん・おねえさん
になってはりきって活動しています。
これまでに、ゲームや粘土、砂遊び、楽器遊びなどをして

きました。また、夏祭りでは、一緒におみこしをかついだり、
秋には収穫したサツマイモを焼
き芋にして一緒に食べたり、冬
の発表会を見せたりと、園児達
は、小さなお客さん達との交流
を楽しくしてきました。そして、
『ちびっ子集まれ』の回数を重ね
るにつれて、小さい子を思いや
り、やさしく接することができ
るようになってきました。



ちょっと欲ばりな歴史とふれあう里山ハイキング

�―旧棚倉街道周辺を歩く―
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妙見山頂に建つ石造りの社

常春共同TVアンテナからの遠望



��「磯出と神幸－
市域と西・東金砂神社の様相－」

会　　期　平成15年２月15日（土）～３月29日（土）
月曜日休館（但し３月24日は開館）

開館時間　午前９時から午後４時30分
市内の神社でも、西・東金砂神社のような磯出行事が行われ、水

木浜や久慈浜、磯浜などに出社したり、町内を神輿が渡御していま
した。そのほとんどが時代の流れとともに行われなくなってしまい
ましたが、小目町の鷹房神社では、毎年４月の春の例祭に磯降り稚児行列が行われており、宮本町の若宮八幡
宮では、旧太田町内16町を巡る神幸祭が行われているなど、形を変えながらも続けられているところもあります。
特別展では、これらの市内神社の磯出と神幸を紹介しながら、西・東金砂神社の大祭礼についてもあわせて

展示します。

鷹房神社（小目町）の磯降り稚児行列

��「磯出と神幸－
市域と西・東金砂神社の様相－」

■と　き：４月６日（日） 雨天決行
■ところ：増井町　ふるさとの森 マウンテンバイクトレール

（受付：瑞竜霊園駐車場）
親子リレー「お父さん　ガーデニングって知ってるの？」

小学生とお父さん（またはお母さん）
参加費　2000円／親子２名

小学生、お父さん、それぞれコースを１周しながら“土”とか
“鉢”をみつけよう！
２人で寄せ植えをきれいに植えてゴール�
○忙しい方の代わりにスタッフが走る“代理オヤジ”やって
ます。
○ヘルメットがない方には無料で貸し出します。（数に限り
があります）
○「３時間チームエンデューロ」もあります。

お問い合わせ 〒311－0321 常陸太田市春友町884
常陸太田市体育協会ＭＴＢ部　　武藤邦宏
ＴＥＬ＆ＦＡＸ （0294）78－0532
メールアドレス　musaz@h5.dion.ne.jp

うっかり八兵衛カップ・各種情報掲載のホームページ
http://www.seizanso.co.jp./mtb

親子で楽しめるマウンテンバイクレース�

うっかり八兵衛カップ  春休み編�



私が４才だった頃、１ヶ月程肺炎をこじらせて入院したことがありました。
来る日も、くる日も、注射と白い天井と、母親を相手におとなしく寝ていた子だったと

思います。
入院して何日か経った頃、母が絵本を２冊買い与えてくれました。家が貧しかったので

生まれて初めて買ってもらった本だったと思います。絵本は「ヘンゼルとグレーテル」と
「ぶんぶくちゃがま」でした。殺風景な病室で彩色の美しい２冊の本は、それこそ輝いて
見えました。私は固いベッドの中で、ヘンゼルといっしょに森をさ迷い、ぶんぶくちゃが
まと切ない気持ちで綱渡りをしました。私がせがむと母は何度でも読んでくれました。
いつもベッドの枕元に置いて寝た２冊の本は、宝物というより「友達」でした。

だから私はこの「友達」が来てから退屈することなく入院生活を終えました。
40才になり、生活は豊かになりました。家を新築し、溢れかえる本を収納する

部屋も用意しました。でも、大きな暖かいベッドで眠りにつくたび、あの幼少の
頃の入院生活が、妙に懐かしく幸せな思い出としてよみがえります。そして満ち
足りた生活の中で不安と不満ばかりを募らせる自分に警鐘を鳴らしてくれている
ように思うのです。

（次回は、栄町　黒沢理絵さん）

チェルシーamis

冬山に入ると枯れた葉の間に小さい草のような低木に赤い
実が２コ３コついていて美しい。万葉集では山橘で詠まれて
いる。
「消残

け の こ

りの雪にあへ照るあしひきの　山橘
やまたちばな
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な」
赤い小粒の実は残雪に映えて美しいから裏山に見に来て下

さいなと。（万葉の秀歌より）
薮柑子
やぶこうじ

で小さい実を柑橘類
かんきつるい

と見て名づけた。高さ20㎝で低
木。別名十両ともいう。百両はカラタチバナのこと（千葉以
南に自生。園芸種として売られている）。他にアカタマノキ、
深見草などの名がある。

遠き日の小さき恋や薮柑子 鈴木龍江（俳句歳時記より）
（文・写真　桐原弘）

町屋から西河内の坂を約１ｋｍ上って右カーブの所、
木々に囲まれた中に「ギャラリー杜の詩」があります。
「熟年の方々にも、ゆっくり楽しんで頂けたら」とおっ
しゃるオーナー。扉を開けると、コーヒーの香りに包
まれ、オーナー自ら描かれるやさしい顔のお地蔵様た
ちが迎えてくれます。他にも益子焼きの器や小物が置
かれ、常連の方々が「ちょっと秘密にしたいお店」と
話されるのもうなづけます。10席程の店内では、ラン
チ（11時～14時）やケーキセットも楽しめ、ゆったり
と流れる時間を、静かに味わえる雰囲気いっぱいのお
店です。

（後藤百合子）
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日立市郷土博物館「金砂山の磯出と田楽」より
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